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被
ば
く
か
ら
子
ど
も
穿
一
れ

高
圧
洗
浄
機
で
除
染
作
業
を
す
る
国
際
貢
献
大
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
．
Ｕ

９
日
、
。
。
福
島
県
伊
達
市
梁
川
体
育
館
（
公
設
国
際
貢
献
大
学
校
提
供
）

万1讐諾福島で除染活動本格化
　
マ
ス
ク
に
ゴ
ー
グ
ル
、

青
い
除
染
作
業
着
を
身
に

着
け
、
高
圧
洗
浄
機
や
デ

ッ
キ
ブ
ラ
シ
を
使
い
建
物

の
壁
や
窓
ガ
ラ
ス
を
丁
寧

に
洗
い
流
す
。
排
水
溝
の

泥
も
除
去
す
る
。

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
放
に
よ
句
放
出
さ
れ

た
放
射
性
物
質
が
残
る
福

島
県
。
入
れ
替
わ
り
で
６

人
ほ
ど
の
大
学
校
ス
タ
ッ

フ
が
南
相
馬
市
な
ど
で
活

動
中
だ
。
７
月
か
ら
除
染

作
業
を
行
い
、
９
月
９
日

か
ら
は
機
器
を
使
っ
て
本

格
的
に
始
め
ち
1
0
日
ま

で
に
、
避
難
所
と
し
て
大

学
校
が
運
営
を
支
援
し
て

い
・
た
伊
達
市
の
体
育
館

と
、
南
相
馬
市
の
診
療
所
、

通
学
路
で
行
・
っ
た
。

　
作
業
に
伴
い
、
体
育
館

の
排
水
路
で
は
放
射
線
量

が
毎
時
１
・
9
1
訂
貿
か
ら

同
○
・
2
1
回
収
と
大
幅
に

下
が
っ
た
と
い
う
。

　
南
相
馬
市
は
８
、
９
月

を
「
除
染
強
化
月
間
」
に

指
定
。
市
職
員
だ
坦
で
は

公
的
施
設
の
対
応
で
精
い

っ
ぱ
い
。
大
学
校
は
市
か

ら
の
要
請
で
、
月
間
中
に

少
な
く
と
も
通
学
路
や
駐

輪
湯
な
ど
2
9
ヵ
所
の
除
染

を
担
当
す
る
。
ｔ

　
大
震
災
発
生
直
後
か
ら

大
学
校
は
被
災
者
支
援
活

動
を
続
け
、
岡
山
県
民
ら

か
ら
募
っ
た
日
用
品
な
ど

も
随
時
届
廿
て
き
た
。
南

　
　
　
　
■
　
■
　
　
１

相
馬
市
教
委
と
連
携
を
と

ひ
、
特
に
子
ど
も
の
被
ば

ぐ
防
止
対
策
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
小
中
学
生

用
に
雨
が
っ
ぱ
約
５
３
０

０
枚
、
マ
ス
ク
約
4
6
万
枚
、

消
毒
液
約
５
０
０
本
を
提

供
し
た
。
放
射
性
物
質
を

吸
収
す
る
と
さ
れ
る
ヒ
マ

ワ
リ
の
種
も
子
ど
も
た
ち

が
多
い
施
設
に
ま
い
た
。

県
内
の
子
ど
も
た
ち
が

「
地
震
に
負
け
な
い
で
」

　
「
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」
な

ど
と
瞥
い
た
手
紙
な
ど
も

送
り
、
地
元
と
被
災
地
を

つ
な
ぐ
役
割
も
果
た
し
て

い
る
。

　
的
野
秀
利
理
事
長
は

「
放
射
能
汚
染
を
合
め
た

未
曽
有
0
1
複
合
災
害
で
、

臨
楯
応
変
の
対
応
が
必
要

・
だ
。
作
業
が
困
難
に
な
る

雪
が
降
る
ま
で
に
、
で
き

る
だ
け
除
染
を
進
め
た

い
」
と
話
す
。
除
染
と
と

も
に
、
学
校
教
育
や
仮
設

住
宅
で
の
日
常
生
活
へ
の

支
援
も
続
け
る
方
針
だ
。

　
　
　
　
　
（
赤
沢
昌
典
）
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